
 

 

食品安全監視センター通信「ぷちリス」ｖｏｌ．151（令和４年７月２６日号） 

 

 

*** ＩＮＤＥＸ *********************************************************** 

 

 ❶ 令和５年４月１日からの遺伝子組換え表示制度の任意表示事項の変更点 

 

 ❷ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理セミナーの開催について 

 

 ❸ 令和４年度食品安全監視センターの体制について（７月１日以降） 

 

**************************************************************************** 

 

今号は、食品表示法のうち遺伝子組み換え表示制度の概要と令和５年４月１日からの変

更点を取り上げます。 

 また７月１日から令和４年度食品安全監視センターの体制を変更していますのでその旨

も併せて併せて御連絡いたします。 

 

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡ 

 

❶令和５年４月１日からの遺伝子組換え表示制度の任意表示事項の変更点 

 

 令和５年４月１日から遺伝子組換え表示制度の任意表示について新制度が施行されます。

大豆、とうもろこしの遺伝子組換え食品を使用されている食品事業者は対応を進めていら

っしゃる頃かもしれません。 

新表示制度で何が変わるのかを取り上げたいと思います。遺伝子組換え食品に関する基

本事項も掲載していますので御一読ください。 

 

―――――――――★令和５年４月１日からの変更点まとめ★―――――――――――― 

 

分別生産流通管理下において、５％以下の意図せざる混入が認められている大豆及びと

うもろこしの任意表示制度について、令和５年４月１日から運用が変更されます。 

 

①意図せざる混入を５％以下に抑えている原材料  

②遺伝子組換えの混入がないと認められる原材料 

のいずれかを使用する場合、それぞれに応じて表現区分に分けられることになります。 

 

●現行制度 



「分別生産流通管理して、意図せざる混入を５％以下に抑えている大豆及びとうもろ 

こし並びにそれらを原材料とする加工食品」 

⇒「遺伝子組換えでないものを分別」「遺伝子組換えでない」等の表示が可能。 

↓↓↓ 

                ↓↓↓ 

◎新制度 

①「分別生産流通管理をして、意図せざる混入を５％以下に抑えている大豆及びとう 

  もろこし並びにそれらを原材料とする加工食品」 

  ⇒適切に分別生産流通管理された旨の表示が可能です。 

  （表示例）「大豆（分別生産流通管理済み）、大豆（遺伝子組換え混入防止管理済み）」 

  

②「分別生産流通管理をして、遺伝子組み換えの混入がないと認められる大豆及びと 

   うもろこし並びにそれらを原材料とする加工食品」 

   ⇒「遺伝子組換えでない」「非遺伝子組換え」等の表示が可能です。 

   

★ただし大豆とうもろこし以外の対象農産物については、意図せざる混入率の定めがあり 

ません。それらを原材料とする加工食品に「遺伝子組み換えでない」と表示する場合は、

遺伝子組み換え農産物の混入が認められないことが条件となります。 

 

この変更は、消費者の誤認防止や消費者の選択の機会拡大を目的としています。施行日

（令和５年４月１日）までに表示切替えをお願いします。 

 

――――――――★令和５年４月１日からの変更点まとめおわり★――――――――― 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊以下、遺伝子組換え食品に関する基本事項のまとめ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

■遺伝子組換え食品■ 

別の生物の細胞から取り出した有用な性質を持つ遺伝子を、その性質を持たせたい植物

等の細胞遺伝子に組み込み、新たな性質を持たせる技術を用いて開発された作物およびこ

れを原料とする加工食品を指します。 

従来の掛け合わせによる品種改良では獲得できない特徴を持つ農作物をつくることがで

き以下のような例にもありますが、食糧問題や環境問題に大きなメリットがあります。 

例①：害虫抵抗性のとうもろこしは、農薬を撒くことなく害虫の繁殖を抑えられるので 

収穫量が増加する。 

例②：除草剤耐性の大豆は、雑草除去作業のときに土を掘り返す必要がなく、土壌が風 

に舞って失われることを防ぐ。 

 

■遺伝子組換え食品の安全性の確保■ 

 遺伝子組み換え農産物については、品種ごとに、 

・食品としての安全性確保：「食品衛生法」「食品安全基本法」 



・野生動植物への影響：「カルタヘナ法」 

に基づいて、科学的に評価し、安全性が確認されたものだけが輸入、流通、生産される

仕組みがとられています。 

このようにして安全性が確認された遺伝子組換え農産物とその加工食品について、食品

表示基準に基づき、表示ルールが定められています。 

 

■義務表示の対象となる農産物及び食品群■ 

①じゃがいも、大豆、てんさい、とうもろこし、なたね、綿実、アルファルファ、パパイ 

ヤ、からしな の９種類の農産物 

 

②上記９種類の農産物を原材料とし、加工工程後も組み換えられたＤＮＡ又はこれによ 

って生じたたんぱく質が検出できる加工食品３３食品群 

 

③高オレイン酸遺伝子組み換え大豆およびこれを原料として使用した加工食品（大豆油） 

 

 ⇒これらは「遺伝子組み換えである」旨または「遺伝子組換え不分別である」旨の表示 

が義務付けられています。 

 ※「不分別」という言葉は消費者に分かりにくいとの指摘もあります。パッケージ余 

白がある場合は、「遺伝子組み換え不分別」の意味について説明文を付記すること

で消費者の正しい理解につなげましょう。 

 

■義務表示とならない場合■ 

①油や醤油などの加工食品は、加工後に組み換えられたＤＮＡ及びこれによって生じた 

 たんぱく質が加工工程の過程で除去・分解され、広く認められた最新の検出技術で研 

修が不可能とされている加工食品については、遺伝子組み換えに関する表示義務はあ 

りません。  

②遺伝子組換え農産物が主な原材料（原材料の上位３位以内で、かつ、全重量の５％以上

を占める）でない場合も表示義務はありません。 

 

ただしいずれも任意で表示することは可能です。 

 

■分別生産流通管理（ＩＰハンドリング）■ 

 遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物を農場から食品業者まで、生産、流通及び 

加工の各段階で相互に混入が起こらないよう管理し、そのことが書類等により証明され

ていることを言います。 

 

■意図せざる混入■ 

分別生産流通管理が適切に行われた場合でも、遺伝子組換え農産物の一定の混入は避け

られないことから分別生産流通管理が適切に行われていれば、このような一定の「意図せ

ざる混入」がある場合でも「遺伝子組換えでない」旨の表示をすることができることとし



ています。この場合、大豆及びとうもろこしについて、５％以下の意図せざる混入が認め

られています。 

 

＊＊＊＊＊＊＊遺伝子組換え食品に関する基本事項おわり＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

参考：消費者庁リーフレット「知っていますか？遺伝子組換え表示制度」 

   消費者長食品表示規格課「食品表示Ｑ＆Ａ別表 遺伝子組換え食品に関する事項」 

   消費者庁ＨＰ「遺伝子組み換え食品」 

 

 

❷ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理セミナーの開催について 

  食品安全監視センターでは、皆様の施設の衛生管理にお役立ていただけるよう、三井

住友海上火災保険株式会社と連携し、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理セミナーを開催いた

します。ご都合に合わせて受講いただけるよう、動画配信形式で行いますので、ぜひご

参加ください。 

 

 【実施期間】 

  令和４年８月１日（月）から８月１９日（金）まで 

 

 【実施方法】 

  指定したＵＲＬにアクセスし、講義動画を視聴。 

  視聴後、しがネット受付サービスよりアンケートに回答いただき、受講終了となりま

す。 

※回答いただいた方には、後日、セミナーの受講済証をお送りします。 

   

 【受講申込み】 

  メールの件名に「令和４年度セミナー申し込み」と入力し、本文に 

   １. ご所属（法人名、施設名） 

   ２. 受講者名（複数名受講の場合は全員分の氏名を記載） 

   ３．連絡先電話番号 

  を記載の上、食品安全監視センターメールアドレス shokuhin@pref.shiga.lg.jp 

    あて送信ください。 

  受講申込者のメールアドレスあてに、令和４年７月 29 日までに講義動画の掲載先ＵＲ

Ｌと講義資料をお送りします。 

 

 【申込締め切り】 

  令和４年７月２７日（水） 

 

 

❸ 令和４年度食品安全監視センターの体制について（７月１日以降） 

mailto:shokuhin@pref.shiga.lg.jp


  本年度の食品安全監視センターの体制を７月 1 日から変更しました。当センター５名

の食品衛生監視員が、皆様のパートナーを務めます！ 

 

【監視指導係長：吉田時子】 

総括・調整 

食中毒危害発生時の緊急対応 

滋賀県食の安全・安心推進計画 

 

【主査：小林弘嵩】 

監視指導 

滋賀県ＨＡＣＣＰ適合証明制度 

食品衛生監視員のＨＡＣＣＰ研修 

 

【主査：井村樹里】 

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の推進 

ＨＡＣＣＰ協議会 

セーフードしがの認証事務 

特定施設の輸出食品 

特定施設の不良食品 

 

【主任技師：長瀬祥子】 

特定施設の輸出食品 

輸出証明書発行事務 

食品関係統計 

食品衛生関連法規・通知 

 

【主任技師：山田隆弘】 

食品等の試験検査 

食品等の表示 

健康被害情報・自主回収報告の受理 

食品安全情報（ぷちリスの配信） 

 

 

≡≡編集担当より≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡ 

 

今年は６月観測史上初めて４０℃以上を記録する地域もあり関西でも猛暑日となる日が続

きました。これからが夏本番となります。こまめな水分補給を意識したり休憩を適宜取る

などして体調変化には十分気を付けていただくとともに食品の取扱い、設備の管理に気を

付けてください。 

 



◆―――――――――－- -  -        -  - - -－――――――――◆    

   

食品安全監視センターの所在地・連絡先  

  〒５２０－０８３４  

   滋賀県大津市御殿浜１３番４５号（滋賀県衛生科学センター内）  

    ＴＥＬ ： ０７７－５３１－０２４８ 

    ＦＡＸ ： ０７７－５３７－８６３３ 

    Ｅmail  ： shokuhin@pref.shiga.lg.jp 

  

（「Microsoft Word」、「Microsoft Excel」の添付ファイルを送信いただく際、 

古い Ver.の Word 文書・Excel 文書（拡張子*.doc、*.xls 等）は滋賀県の 

セキュリティシステムで自動的に削除されてしまいますので、ファイルの 

種類（拡張子）を「*.docx（Word 文書）」、「*.xlsx（Excel ブック）」として 

ご送信願います。） 

 

  ≪交通案内≫  

   ＪＲ石山駅北口下車      徒歩 10 分  

   京阪電車石山坂本線粟津駅下車 徒歩５分  

 

☆食品衛生に関するもっと詳しい情報を知りたい方は、 

滋賀県ホームページの食の安全情報にアクセスしてください。 

 https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/syokunoanzen/ 

   

☆「ぷちリス」バックナンバーは食品安全監視センターＨＰに掲載しています。 

 https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/syokunoanzen/300257.html 
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